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　今、私たちが暮らしている社会は、変化の激しい時代だといえます。さらにこれからの時代は、これまで以上

に国際化、情報化が急速に進み、これまでの知識やルール、常識では、よりよい社会を創り上げていくこと

は難しいものになると予想されます。

　20世紀は、「知識」と「技術」の時代だったといえます。そうした社会では、知識が重要視され、その知識を正確に

理解し、その知識をルールに則って活用できることが大切とされ、指示に対して従順で、行動できる人材が

求められてきました。しかし、これからの21世紀の社会は、「心」の時代であると言えます。知識を知恵に変え、

新たな物事を自ら創り出し、自分自身の「心」にある思いを他者に伝え、主体的に協働することのできる人材

が求められているのではないでしょうか。つまり、主体的に学び、他者との心の通った対話を通じて、共に

価値を創り出すことのできる人材を育てていくことが大切になるのだといえます。

　私たちの小学校では、こうした社会的背景のもとで、自分で考え、主体的に行動し、他者と協調しながら豊

かな新しい社会を切り拓いていくことのできる子どもを育てたいと考えています。

　このような社会背景や考え方から森のようちえん活動の次となる小学校も必要だという想いからこの

学校を設立することになりました。

　前述した森のようちえん活動とは自然体験活動を基軸とした子育て・保育、乳児・幼少期教育の総称です。

森のようちえん活動の理念のもと、子ども達は自然体験を通して感性を高め、五感を研ぎ澄ましていくことを

重視し、自主性や協働性を重んじた教育を受けます。学び方に関しても体験することを大切にし、自分の心

の中や、他者との関わりの中から様々な気付きや知識を得ます。しかし、小学校では逆転してしまい、大人

によってまとめられた教材から効率よく知識を学ぶパターンが多いように感じます。

　「とさ自由学校」では、人間本来が持っている自分自身で学び育っていく力を信じ、子ども達一人ひとりが

主役となる学校を創っていきます。子ども達が心からやりたいと思うことに自由にチャレンジでき、徹底して

やり抜くことができる環境を整えることで、子どもが自ら学び、育っていく環境を保障していきます。

　高知県の豊かな川・森・海を学びの場として、友人や地域の方、自然に対して愛情をもって接し、感謝の

念を有することで、相手に対する気持ちや、事物への想像力、共感性を育んでいきます。自然での体験活動

を礎とした実践学習のもと、子ども達の健やかな育ちを支援していく学校を目指します。

TOSAJIYU 
理  事  長

  内 田   泰 史

心を育む出会いこそ、人生の礎です。

　いのちとは何か、人として何が大切か、心で理解することが大切です。

　その為には感性を育てることです。

　子どもの人間性を育み、いきいきと輝かせることです。

　美しい豊かな自然のなかでのびのびとまっすぐに育つ子どもたち、

自ら学び、考え、行動し、そこに楽しさを見つけ出す子どもたち。

　いちばん大切なことは、さまざまなよきものに出会い、豊かな感性を

育むことなのです。

　教育において早すぎるということはありません。

学校設立の背景

めざす学校の姿
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　体験とは自分
自身への新しい
挑戦です。自然豊
かな環境のもと、
自らやってみたい事
に挑戦します。その
体験を通して得意な
ことや苦手なことなど

他者との違いに気づき、自己
肯定感を持つ子どもに育って

いきます。

　体験で学んだ
ことや感じた
ことの振り返り
を通して気づき
が起こり、学びを
深めていきます。
振り返りを含めた
活動のプロセスを
何度も積み重ねること
によって、子どもたちは
自分らしさを発揮していきます。

挑戦できる

自主的に学び他者との対話を
通して共に新しい価値を
創り出すことのできる子どもへ

自ら学び、自ら成長する
チカラがあふれ出す
教育に取り組みます

振り返ることができる

　子どもたちが自分でやってみたい学習や
活動を自ら決めます。失敗しても
やり直しができる環境を大人が
整えることによって、失敗を
恐れず自信をもって
自己決定できるよう
になっていきます。

協働できる

　　課題に取り組もうとする時、一人では
解決できないことが起こります。

　この時、仲間を募り、意志の
相違を乗り越えながら力を
合わせることによって
協働する力が養われて
いきます。

　子どもたち自身の興味や関心、やってみたいこと、学びたい事に自ら取り組むことができるよう
サポートします。また、一人ひとりの個性や価値観を尊重することを通して、自分自身と向き合う機会
を与えるとともに、他者への理解を深め、受け入れる心を育んでいきます。

　大人は、やるべき事を提示するのではなく、子ども自身があらゆる選択肢の中から意志決定していき
ます。また、失敗してもやり直しができる環境を整えます。子ども一人ひとりがやってみたい事を実現
できるように、大人と子どもが対等な立場で話し合うことによって、決める力を養っていきます。

　自然の中で体験中心の活動を行います。子どもたち一人ひとりの興味・関心に応じた体験活動を他者
と協力しながら行うことによって、自主的・主体的に学ぶ力を身に付けていきます。また、四季を五感
で感じながら自然と触れ合うことで、豊かな感性を培っていきます。

3 つの教育方針 めざす子どもの姿

個性・多様性の尊重
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　学校の田んぼで地域の
おばあちゃん、おじいちゃん
指導の下、お米をつくってい
ます。できたお米はみんなで
飯盒で炊いてたべています。

本校の中心となる活動です。1年間の中で大まかな
テーマに沿った、多様なプロジェクト学習、体験
学習を行います。学年、教科の枠をこえて横断的
に学習をします。

グループラーニング

A  r  t
Music
Sport

アムス

グループラーニングから派生させて「国語」「算数」
の基礎的な学習活動を行います。
一人ひとりのペースやレベルに合った教材を用いて
個別学習に取り組みます。

基礎学習
01 02

技能教科（図画工作、音楽、体育、家庭科）を通して
表現活動を重視した内容を学習していきます。子ども
自身が参加したいプログラムを決めて授業に取り
組みます。発表会でのパフォーマンスもあります。

子ども達が中心となり、学校のルール、運営方法
を決めていく全校会議を行います。その場にいる全員
が気持ちよく学校生活を送れるようにするための話
し合い活動です。

とさ自由会議
03 04

地域の人、企業人、専門家やアスリートを講師に招き、
大人も子どもとともに学ぶ機会を独自に設置します。
こころざしをもって歩んでいる先輩方のお話を聞くこと
で、自分の夢や希望がより確かなものになっていきます。

こころざし科

１年生から世界の言語や文化に親しむ活動を行い
ます。英語を身近な言語として、豊かな表現力とグロー
バルな視点を養います。

グローバル教育
05 06

の略

主
な
教
育
活
動

　1年間の中で大まかなテーマに沿った、多様なプロジェクト学習、体験学習を行います。教科、学年の枠を超えて、
自分自身が興味・関心を持ったことに対して、徹底的に取り組むことのできる時間です。自分の興味・関心を活動に
結びつけ、さまざまなことを学習します。予め大人が決めたカリキュラムでの学習ではなく、子どもたち自身で
課題設定、調査、計画、実行、振り返りのサイクルを回していくことを目指します。
　主に、工作、料理、大工仕事、畑や田んぼ、山・川・海での体験学習を行いながら体験を通じて主体的に学びます。

グループラーニングとは

米作り

田植え 稲刈り 脱穀

教育活動

グループ
ラーニング

01

G r o u p  L e a r n i n g
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　一人ひとりのペースやレベルに合わせて
教材を設定し、学習目標を決めて、自分で学習
を進めます。適宜大人のレクチャーを受けながら
進めます。

　体験したことを、作文や手紙、模造紙に
文章で記述していき学びを深めます。また、
計算や測定を行い、計画した体験学習の準備を
行います。

　身の回りの自然や生活環境を題材にしな
がら、具体物を通じて言葉や数について学ぶ
時間もあります。またゲームやレクリエー
ションを通じて楽しみながら言葉や数について
学びます。

　山から竹を切り出して
きて、竹のベンチや木材
でブランコを作ったりし
ます。

　硬筆、毛筆で自分の書き
たい言葉を選び、書道の
先生と字を美しく書ける
ように取り組みます。

　芝生の校庭で仲間と
サッカーをします。大人
も仲間に入って本気で
プレイします。

　専門家から太鼓のたたき
方や、リズムの取り方など
本格的に学びます。太鼓
を通じた礼節も学びます。

　踊りたい曲を自分で
選択し、チームを組んで
踊ります。発表会でも披露
します。

　ラケットの振り方や
シャトルの打ち方など
基本事項を学び、実践を通
じて体力、技術の上達を
目指します。
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基礎的な事柄を理解したり、体験したことを作文や手紙にしたり、計算して体験学習の準備をします。

基礎学習とは
　音楽、図画図工、体育、家庭科の内容の授業を自分で選択し学習していく
時間です。体を動かしたり、歌を歌ったりしながら、各教科の文化的・芸術
的側面を学び豊かな心を育むことを目指します。
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グローバル教育とは

教育活動

とさ自由会議

04
T o s a j i y u  M e e t i n g

教育活動教育活動

グローバル教育

06
G l o b a l  E d u c a t i o n

教育活動教育活動

こころざし科

05
K o k o r o z a s h i

　子ども、大人達全員が参加し、学校の
自治を行う全校会議です。学校をよりよく
するためや、困ったことについて話し合い、
解決を目指します。この会議では子どもも、
大人も対等です。大人のみで物事を決める
ことなくみんなで話し合い、決めます。

とさ自由会議とは

こころざし科とは

クラス編成について

成績評価について 宿題やテストについて

教育活動

　こころざし科では、地域の人、企業人、
専門家やアスリートを講師に招いたり、身近な
大人の経験を聞いたりして、大人も子どもと
ともに学ぶ機会を独自に設置します。「こころ
ざし」を持って歩んでいる先輩方のお話を
聞くことで、自分の夢や希望がより確かな
ものになっていきます。

　1年生から世界の言語や文化に親しむ活動を行います。
　特に英語を身近な言語として、豊かな表現力と国際的な視点を
養います。国際理解のために必要な外国語（英語）を習得し、子ども
達がグローバル社会の中で自分の役割を見つけ、自分の人生を切り
開いていくことを目指しています。

　異年齢でのクラス編成を
行います。上級生と下級生
が教え合い・学び合う関係
をクラスで作っていきます。

　運動会や秋祭り、宿泊
研修など、子どもたちが
中心となって計画から
実行まで大人と一緒に
行います。子どもたちも
当事者意識をもって取り
組んでいきます。

　生活や活動の様子は成長過程を記述式で伝えます。 　宿題や、表層的な知識をはかるようなテスト
を実施して評価はしません。家での時間は、自分の
やりたいこと、家庭や地域での社会・生活体験を
行ったり、友達や家族との時間を大切にしてもらい
たいと考えています。

その他の教育活動に関わること

行事の進め方について
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t i m e  s c h e d u l e A n n u a l  s c h e d u l e

市内から運行しているバスに
乗って登校します。
※バスに乗らない子もいます

8：20
到着

みんなでご飯。
はやく食べ終わったら
休み時間です。

12：15 ー 13：15
給食・昼休み

各場所に別れて、掃除します。

13：15 ー 13：30
掃除

AMS
自分の選択したプログラムに
参加して取り組みます。

13：30 ー 15：05

15：05 ー 15：25
帰りの会

バスの便出発
放課後・学童
バス１便に乗らない子は２便の
時間まで学童保育です。

15：40

基礎学習、GL

9：00 ー 12：15

クラスでの朝の会。
１日の流れを確認します。

基礎学習では、算数や国語の
学習に自分で取り組みます。
GLでは料理などの体験学習に
取り組みます。

8：50 ー 9：00
朝の会

8：40ー 8：50
読書タイム

各クラスで帰りの会。
今日あったことを振り返ったり、
明日の流れを確認します。

とさ自由学校に入学するまでの流れ

　本学の教育の方針や、
教育活動の紹介、入試の
説明など、具体的にご説明
します。こちらに必ずご
参加していただき、お申込み
ください。開催日について
はHPをご覧になるか、学校
にお問い合わせください。

　週末の学校体験会や夏休み
のサマーキャンプにご参加
ください。本学の授業体験や
本校のスタッフと共に過ごす
ことでとさ自由学校を体験
していただきます。保護者の
方には個人面談、説明会が
あります。

　※入学を希望する方は
説明会や体験会へご参加
ください。参加が難しい
場合は、学校までお問い
合わせください。

　学校に来ていただき、
お子様には入学選考のため
実際の授業に数日間参加
していただきます。保護
者の方は職員と面談を行い
ます。入学選考会の後、
近日中に合否の通知をいた
します。

野外炊事場 川 裏山

ある 1 日の流れ 主な年間スケジュール

新校舎 外観 新校舎 内観 図書室

大自然がボクらの教室
さぁ、このフィールドでとことん学ぼう！

施設紹介

●

●

●

●

●

●

●

●

●

説明会 学校体験会
サマーキャンプ

入学選考 入学

入学決定！

入学式●4
April

工石山登山

田植え
●
●

5
MAY

川開き

宿泊研修
●
●

6
JUNE

サマー
キャンプ

●7
JULY

よさこい祭り●8
AUGUST

稲かり●9
SEPTEMBER

運動会●10
OCTOBER

勝賀瀬
秋まつり

●11
NOVEMBER

餅つき●12
DECEMBER

スキー●1
JANUARY

節分

学習発表会
●
●

2
FEBRUARY

卒業式●3
MARCH
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〒781-2141
高知県吾川郡いの町勝賀瀬 4387
TEL：088-897-0011
FAX：088-897-0012
Mail：tosajiyu@mominoki-y.com　

とさ自由学校の情報に関しては下記二次元コード
からご覧になれます。

移住情報は別途お問い合わせください

移住ポータルサイト
「高知家で暮らす。」

高知県いの町移住応援サイト
ハッピーいの町ターン

Facebook HPInstagram

h t t p s : / / t o s a j i y u . j p

TOSAJIYU
PRIMARY SCHOOL
SCHOOL GUIDE 

伊野駅

土讃線

国道194号

もみのき幼稚園さくら病院 いの町役場

国道33号

国道56号

至日高村

仁淀川

鏡川

勝賀瀬川

森の小学校とさ自由学校

高知IC

伊野IC

高知自動車道

高知駅

朝倉駅

道の駅 土佐和紙工芸村


